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例目

1 本書は太田市教育委員会が国宝重要文化財等保存整備費補助金と、群馬県文化財保存事業費補助金を得

て実施した「市内遺跡発掘調査jをまとめた報告書である。

2 確認調査は、太田市教育委員会が平成24年度に実施し、整理作業は平成25年度に実施した。

3 本書は、「市内遺跡発掘調査jによって確認調査を実施した遺跡の調査地について調査概要を掲載して

いる。

4 発掘調査の期間および組織体制は以下の通りである。

期 間平成24年4月1日から平成25年1月31日まで（なお、平成25年2月1日から同年3月31日

までの期問、市単独費用で

調査主体者太田市教育委員会教育長岡田孝夫

調査担当者太田市教育委員会教育部文化財課課長補佐天笠洋一、主査長谷川幸男、

主任山口高志

調査事務局太田市教育委員会教育部教育部長林寛司副部長中里剛夫

文化財課参事宮田毅、金子公治、課長補佐須永光一

係長小島幹夫、係長代理松井成江、板垣祥子

主査 赤石光司、野本智久、浜田弘樹、栗田雅美、天笠圭子、静野勝信、中村渉

主任岸伸洋、矢口達郎

臨時職員 須田茂、星野手羽、金子由依、江泉謙一、岡室清之

5 本稿の執筆は長谷川幸男、山口高志、中村渉、編集は中村渉がそれぞれ担当した。

6 本書に掲載した遺構の写真は各調査担当者が撮影した。

7 発掘調査および本書の作成にあたっては下記の方々、機関よりご教示、ご協力を賜った。

記して感謝を表したい。（五十音順敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 本書に関わる資料ならびに遺物は太田市教育委員会で保管している。

9 発掘調査ならびに整理作業に携わった作業員は下記のとおりである。

植木敏光、小此木克巳、木村光夫、茂木正州、高橋章、大谷公男、森照次、根岸興太郎、木村純子、

中村久乃

凡 例

1 位置図等にベースマップとして都市計画図（太田市都市計画課 平成23年度作製）を使用した。

2 遺構測量図等に使用した北は座標北であり磁北でない。

3 確認調査全体図あるいは出土遺物実測図のスケールは各図の下端などに表示している。
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第1章調査に至る経緯

平成24年度における各種開発事業の公共事業については、前年度（平成23年度）に開発部局に対し事業照

会を行い、公共工事計画の情報入手に努めた。一方、民間開発については、事前問い合わせ窓口を開設し、

その都度埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行った。

試掘・確認調査は、文化財保存事業費国庫補助金や県費補助金を受けて「市内遺跡発掘調査Jとして事前

調査を実施し、開発事業との調整を図ることとした。また、開発範囲が狭小で、通常の確認調査の実行が不可

能な場合、開発工事の中途で遺構の有無や掘削深度など確認する工事立会を実施した。

なお、試掘・確認調査の結果、遺構が確認され現状保存が困難な場合、記録保存のための本発掘調査を実

施した。

第 1図太田市全体図



第2章調査の方法および経過

太田市における各種開発事業に伴う埋蔵文化財取り扱いの調整については、次のような方法で実施した。ま

ず、事業照会や事前問い合わせにより開発計画の情報を得て、その開発予定地が埋蔵文化財包蔵地内にあるか

どうか太田市埋蔵文化財包蔵地図をもとに判断した。包蔵地内にある場合、事業者に「埋蔵文化財発掘の届

出jの提出を要請、施工内容により「慎重工事J.「工事立会」・「確認調査］を指導した。

確認調査の場合には、「確認調査依頼書兼発掘承諾書Jの提出を要請し、調査日程の調整して確認調査を実
施した。確認調査は、申請人あるいは代理人の立会のもと、対象となる土地の地形、形状や開発計画を考慮し

た上で調査区を設定し遺構確認面まで掘削機などで掘り下げた。遺構の有無、遺構の内容は、人力による精査

で把握した。記録は平面図・断面図等を作成するほか、 35ミリカラーフィルムにて写真撮影を行った。確認調

査後は申請人あるいは立会人の立会のもと埋め戻しを行い、沈下を防ぐため充分に転圧して現場を引き渡しした。

確認調査の結果、遺構が確認され現状保存が困難な場合、記録保存のための本発掘調査を実施した。な

お、申請者が居住のために建設する個人専用住宅における本発掘調査については、「市内遺跡発掘調査Jで
行っている。

調査後の整理作業については、これらの調査によって出土した遺物の洗浄・注記・接合・実測や、図面の

修正 ・清絵・編集などを行い、翌年度に報告書『市内遺跡発掘調査』の刊行を行うこととしている。

当市の平成24年度における事前問い合わせ件数は公共 ・民間あわせ合計1,849件であった。そのうち、遺

跡地内で開発行為が計画され、埋蔵文化財発掘の届出が提出されたのは合計377件であった。確認調査総数

は46件で、そのうち「市内遺跡発掘調査」として国および県費補助金を得て実施した試掘・確認調査件数は

合計41件であった。なお、残り 5件については市単独費用で調査を実施した。「市内遺跡発掘調査jにおけ

る開発目的の内訳は、公共事業では区画整理事業（道路建設） 4件、圃場整備（道路建設） 1件、道路改良

あるいは新設2件、公共施設2件であった。 一方、民間開発では宅地造成11件、賃貸住宅建設5件、個人住

宅建設6件、店舗あるいは事務所建設2件、社会福祉施設4件、資材置場2件、携帯電話無線基地局1件、

太陽光発電施設1件であった。このうち、遺構確認されて現状保存が困難であることから本発掘調査を実施

したあるいは次年度に実施するに至ったのは合計11件であった。

第3章遺跡の位置と歴史的環境

太田市は、北部に八王子丘陵、市域中央に金山丘陵が広がっている。八王子丘陵西側の薮塚地域には大

間々扇状地が広がり、扇状地の端部に位置する新田地域からは湧水が流れ出し、古代より生活の水脈として

利用されている。中央部には広大な平地が広がり、水田地帯を形成している。利根川と面する南西部の尾島

地域は、旧利根川の流路にあたる部分であり、榛名二ツ岳の噴火による噴出物の洪水堆積層によって遺跡が

覆われている。

平成17年度に合併する以前の旧 1市3町の範囲は、太田地域・薮塚地域・新田地域・尾島地域の4区域に

分けられる。平成24年4月1日現在で太田市全体としては、 965遺跡が確認されており、これらを主な時代

ごと多い順に列挙すると、古墳時代が最も多く、ついで奈良・平安時代、中世、縄文時代、近世、弥生時

代、旧石器時代となっている。

平成24年度「市内遺跡発掘調査」として実施した調査地の概要について、次ページの地図及び一覧表にま

とめた。
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1賀茂遺跡 2不動山遺跡・台遺跡 3向矢部遺跡、 4久保畑遺跡 5宮元遺跡 6花園遺跡 7・8東部地区遺跡群

9新堀遺跡 10東別所新田遺跡 11堀廻遺跡 12細谷八幡遺跡 13矢部遺跡 14西野東下遺跡 15鳥山下遺跡

16木刈・間々下遺跡 17高瀬前原遺跡 18西野束中遺跡 19大道北遺跡 20・21・22F P泥流下遺跡群 23上泉

開戸遺跡 24中原上遺跡 25石橋地蔵久保遺跡 26 • 27北之庄遺跡 28反町城館跡 29・30浜町古墳群 31下原

遺跡 32清川遺跡 33・34川向・中西田遺跡 35新田館跡 36三蔵城跡・世良田 33号墳・世良田 32号墳・世良

田土屋分遺跡・世良田環濠集落 37天神山古墳 38大日山古墳群 39高瀬台遺跡 40釣堂遺跡 41新ヶ谷戸遺跡

第2図平成24年度調査地位置図
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表l 平成24年度市内遺跡発掘調査調査地一覧表

No. 受付No. 調番査号 所在地 遺跡名 開発原因 開発（rr面i)積 調査（rr面i)積 調査期間 出土遺構 ・J古物 備 考

1 H24No.6 8490 龍舞i町3816-3ほか 賀茂i立跡 校舎の増築 21076.00 55.40 4月12日i造立構物 古潜墳2条時代から江戸時代の土器片 本調査なし

2 H24No.15 8508 薮塚IDT957-4ほか 不動山遺跡、台遺跡 宅地造成 3043.89 124.00 4 月 1 ~ ・
l日 遺遺構物 潜古境2条時代の土器片等 本調査なし

3 H24No.56 8583 富若町657-4、ー5 向矢部遺跡 個人住宅 395.79 22.50 4月25日l立輩横物 ななしし 本調査なし

4 H24No.20 8519 寺井町550-1 久保畑遺跡 社員又会福祉施 1867.00 85.60 5月8日 造遺構物 住古居漬時9軒代、の土土坑器片18基、 ピット6基 設本計調変査更を不に要よとりした

5 H24No.60 8591 2由73良－町2272-1、ー2、ー3、宮元遺跡 宅地造成 1521.99 24.00 5月10日 遺造構物 ななしし 本調査なし

6 H24No.43 8560 新田中江田町58-1 花園遺跡 老設人福祉施 5346.00 378.00 5 月 1 ~ ・
l日
l古也構物 古住居控室跡時3代軒の、j帯土2器条片、土坑4基、ピット7基 本調査を実施

7 H24No.77 8617 岩松町278-1ほか 東部地区遺跡群 理土地区画整 324.00 32.00 5月21日 造i出物荷 住古居演跡時代l軒の土器片 本調査を実施

8 H24No.526 9472 岩松町891.192-2 東部地区遺跡群 土理地区画整 240.40 21.50 10月10日i造立構物 溝なし2条、 土坑1基 本調査なし

9 H24No.110 8680 台之郷町8914 新椀遺跡 宅地造成 920.78 49.30 5月28日i造立構物 構なし1粂 本調査なし

10 H24No.171 8799 東別所町3576、ー10 東別所新田遺跡 個人住宅 182.39 18.30 6月7日 j遺立総物 古j稽墳2条時代の土器片、紡錘車等 本調査なし

11 H24No.197 8841 新田小金井町1658-1 堀廻遺跡 宅地造成 1281.00 69.00 6月26日 遺遺精物 j近喬現3条代の磁器等 本調査なし

12 H24No.253 8932 制II谷町210-1,211-2、ー13細谷八幡遺跡 消防署 3001.00 137.60 7 月 1 ~ ・
l日 遺遺構物 古潜墳10条時代の土器片 ・埴輪片等 本調査を実施

13 H24No.228 8886 只上町342-1 矢部遺跡 老設人福祉施 2364.00 105.20 7 月 l ~日 遺i立構物 古住居墳跡時、代l軒か、ら潜奈良l条時代の土器片 本調査を実施

14 H24No.172 8801 薮塚町25701 西野東下遺跡 資材置場 1629.00 8.60 7月20日 遺遺構物 ななしし 本調査なし

15 H24No. 7 8491 鳥山中町271-3 鳥山下遺跡 店舗i 2145.00 54.20 7月20日i遺立構物 潜古演4粂時代の土器片 本調査なし

16 H24No.254 8933 新地先田～市1野824井－5町地18先22-1 木刈・間々下遺跡 道路拡幅 392.00 44.30 7Jl~~ 日・i遺立構物 古住居境跡H寺代l軒か、ら溝平安1条時、代土の坑土器1基片 本調査を実施

17 H24No.289 9004 市場町116-2ほか 高瀬前原遺跡 宅地造成 4986.00 75.50 8 月~~日・遺造構物 縄な文し時代の土器片、石器 本調査なし

18 H24No.71 8609 薮塚町2689-1、ー2 西野東中遺跡 露び資天材駐置車均馬及 1229.00 5.00 8月29日 遺遺構物 ななしし 本調査なし

19 H24No.104 8667 藤阿久IIIT494 1、ー2 大道北遺跡 集合住宅 1170.84 30.00 8月22日 遺遺構物 ななしし 本調査なし

20 H24No.150 8756 尾島町336-1の一部 寄宿舎 5584.30 57.00 8月23日 遺遺構物 な奈良し ・平安時代の古代瓦片 本調査なし

21 H24No381 9200 尾島町247-2 FP泥流下遺跡群 個人住宅 265.31 23.00 9月7日遺遺稿物 奈な良し 平安時代の土器片 本調査なし

22 H24No.857 10118 亀岡町661-1 道宅地路造新成設 886.98 28.60 2月25日l立盆構物 ななしし 本調査なし

23 H24No.279 8988 鳥部山上町1545-1の一 上泉関戸遺跡 建売住宅 931.47 58.00 9月5日遺遺構物 土奈坑良l・i平基安時代の土器片 本調査なし

24 H24No.363 9170 薮塚町2087-1 中原上遺跡 集合住宅 1619.88 37.00 9月11日遺遺構物 縄な文し ・奈良 ・平安時代の土器片 本調査なし

25 H24No.324 9091 石橋町803-5，ー10 石橋地蔵久保遺跡 集合住宅 826.40 35.80 9月26日j遺立精物 住平居安跡時l代軒、の溝土2器条、片ピ等ット2基、性格不明l設本調計変査更を不に要よとりした

26 H24No.459 9243 由良町1764 建売住宅 1452.03 92.20 12月20日 造i註機物 構近世2条の陶磁器片 本調査なし
北之庄遺跡

造i盆事物務 ななしし27 H24No.406 9341 由良町1703-1 事務所 1664.61 22.60 9月19日 本調査なし

28 H24No.430 9289 新田反町町653-3 反町城館跡 個人住宅 253.50 17.00 9月19日遺逃構物 ななしし 本調査なし

29 H24N口4279284 浜町14-5 ,-10 土理地区画整 201.00 23.80 12月26日 遺遺構物 古な噴しII寺代の土器片 本調査なし
浜町古墳群

土理地区画整
遺遺構物 住古居漬跡時代l軒か、ら土平安坑時2基代の土器片30 H24No.428 9285 浜町14-9 102.60 16.10 10月15日 本調査を実施

31 H24No.137 8731 新道町105-31 下原遺跡 携鉄帯搭電話用 64.00 24.00 9月19日 遺遺構物 住古居噴跡l時代2軒か、ら土平坑安時1基代の土器片 本調査を実施

32 H24No.14 8506 由良町607 清川遺跡 社吾長n又必会福祉施 1937.00 106.00 1 l月7日遺遺構物 j近稽世3条の陶磁器片 本調査なし

33 H24No.454 9334 内ケ島の町一22部1の一部、 集合住宅 980.03 87.00 10月9日 遺遺構物 平住居安跡時8代軒の、潜土l器条片、土等坑3基、ピッ卜2基 本調査なし222-1 

2内04ケ2，島20町4l°36,2037,
川｜向 ・中西国遺跡

10月16・遺遺構物 縄住居文跡～近・土世坑の土多数器、片潜等12条 本平成調2査5年実施度予定
34 H24No.491 9413 宅地造成 2736.00 167.00 17日

35 H24No.31 l 9060 世良田町8542 新田館跡 個人住宅 315.39 13.20 10月25日 遺遺構物 士中坑世の3基土器片及び古銭 本調査なし

三蔵城跡 169.00 1 1月1g6～ 1日造j立構物 溝なし2条 本調査なし

世良悶33号境 33.00 11月13日 遺遺構物 構古演1時条代の土器片

36 H24No.242 8911 世良田町地内 世良回32号噴 岡場整備 818.00 37.00 11月14日j遺ii:!構物 土な坑し2基

世良国土屋分遺跡 105.00 11月H日・造遺構物 住古噴居跡時代4軒の土器片 本平成調査25実年度施予定

世良田環濠集落 474.00 11月5～ i造立機物 構中2世5条の、土土器坑片、3板基、碑等ピット8基9日

37 H24No.362 9167 内ケ島町1567-4、－8 天神山古噴 個人住宅 440.11 22.00 1月23日遺造構物 ななしし 本調査なし

38 H24No. 727 9877 石町7原03町1/8-2、下小林 大日山古墳群雷遺跡 太用鉄陽光培発電 67.28 40.20 1月25日 遺遺構物 古縄文控室時の周代堀から1古箇所墳時代の土器片 本調査を実施

39 H24No.717 9861 高瀬町87、98、99 高i額台遺跡 宅地造成 4243.00 100.40 1月23日i遺盆構物 ななしし 本調査なし

40 H24No.746 9913 新野田T801-9 釣堂遺跡 道路新設 347.00 68.60 1月28日遺i立構物 住古居演跡時代44か午、ら平ピ安ッ時ト代2基の土器片 本調査を実施

41 H24No648 9733 南矢島田T671-3 新ヶ谷戸遺跡 建売住宅 1208.00 45.00 l月31日i造立械物 ななしし 本調査なし

4 -



第4章確認調査の概要

1 賀茂遺跡（H24No.6) 

①所在地太田市龍舞町3816-3ほか

②調査原因校舎の増築

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝2条を確認し、古墳時代か

ら江戸時代の土器片が出土した。

⑤ 取り扱い方法遺構自体は近世以降のも

のと推測されるため、本発掘調査の必要

はないと判断される。

R伽学校敷地内

M
4
「 、

ー→ー『

増築予定範囲 既存校舎

j蕎
O
L］
 

m
 

ハU
l－
－

a

ζ l 司
0 (5=1/3) 10cm 

第3図確認調査平面 ・断面図
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2 不動山遺跡、台遺跡（H24No.15)

①所在地太田市薮塚町957-4ほか

②調査原因宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝2条を確認し、古墳時代

の土器片が出土した。なお、調査区外

から縄文時代の石器を採集した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない工法

のため、本発掘調査の必要はないと判

断される。

R 胃さコ

輩
再：J
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／
V
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町，，，， ，，，
r
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m
 

ハu
f
i
t
l
J

吋，，

ι

修一同
挙量挙

3 

。 (S=l /2) 10cm 

第4図確認調査平面 ・断面図
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3 向矢部遺跡叫：：：~＿ 4, - 5①所在地太田市 7~：の建設:\r；；~~でう了！設定し遺構吋を間作成を
真横影、土！香椎ロ，u、
t 

髭司、され

λJつ7こ。
接積物は稚ロ』い

④調査結果遺構、戸

⑤ r；：~戸：；♂ 本発掘調査の必要はないと、判断される。

布遵

＠ 

。

図面断面平牽回阿部ttF
 

判
制
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4 久保畑遺
跡 白川 .20)

① 所在地太
田市寺井町

550-1

② 調査原因
社会福任施設

の出羽

③ 調査方法
開発予定地に

調査；を設定

し、遺戸の確
認を行った。

写真撮影

土層確認、図
面作成を行つ

九

④ 内査結
果住居跡 9
軒一18基、

Ji：；；；「：o.tf認し 古墳時代の土器
⑤ 取？扱い

方法違構に影
響のない工法

！ご設計変更
されたため、

本発掘調査の

必要はないと
判断される。

り

（ド

民家

第6図確認
調査平面 ・断

面図
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5 宮元遺跡（H24No.60)
①所在地太田市由良町272-1、－2、
-3、273-2 

②調査原因宅地造成
③調査方法開発予定地に調査区空
設定し、遺構の確認を行った。号
三撮影、土層確認、図面作成を
行った。

④一査結果遺構、遺物は確認され
たかった。

⑤平り扱い方法本発掘調査の必要
はないと判断される。

3Tr 

1Tr 

（長

表面からロームまで
-110～－100cm 

第8図確認調査平面 ・断面図

- 10一

15m 



6 花園遺跡（H24No.43)

①所在地 太田市新田中江田町58-1 

②調査原因 老人福祉施設の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果住居跡3軒、溝2条、

土坑4基、ピット 7基を確認し、

ー｜
古墳時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響がある

ため、本発掘調査を実施した。

住居跡

h
lド

亡コ
0 (S=l /3) 1内

m
 
ol－－
 

「
／
』

第9図確認調査平面・断面図



7 東部地区遺跡群（H24No.77)

①所在地太田市岩松町278-1ほか

②調査原因土地区画整理

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果住居跡1軒を確認し、

古墳時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響がある

ため、本発掘調査を実施した。

H24No.77 

〈区
本調査が必要な範囲

rF 1 
..:, ____ _ 

開発予定地

l
i
l－
－

i
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－

－

ノ
－
一

市
川
汀
一
副
「
一

口
時
砂
一
－
－

z

居
酒
一

士
＋
、
「
L

aa－－ 

E ヨ i;:;ヨ

0 10m 

-70cm 

耕作土

にぶい黄褐色

にぶい黄褐色

住居跡床面

耕作土 ｜ ｜ 耕作土

／ 
にぶい黄褐色

にぷい黄櫨色粘土

-65cm 

一一一一～ー
にぷい黄褐色

にふ；レ黄褐色シル卜

黄褐色粘土
-75cm 

第10図確認調査平面 ・断面図
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8 東部地区遺跡群（H24No.526)
①所在地太田市岩松町89-1、192-2 

②調査原因 土地区画整理

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成を行つ

た。

④調査結果 溝2条、土坑l基を確認し、遺物は確認されなかった。
⑤取り扱い方法 遺構自体は近世以降のものと推測されるため、本発掘調査の必要はないと判断される。

H24No.526 （区

j葺
撹乱

V V 

耕作土

にぶい黄褐

50cm 

灰白色 （泥流層）

土層

1Tr. 

既存道路

。
』
】

撹乱

区画整理予定地 平成24年度開発予定地 2Tr. 

第11図 確認調査平面・断面図
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9 新堀遺跡、（H24No.110)
①所在地太田市台之郷町891-4
②調査原因宅地造成
③調査方法開発予定地に調査区そ
設定し、遺構の確認を行った。王子
三撮影、土層確認、図面作成を
行った。
④調査結果溝1条を確認したが、
遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない
工法のため、本発掘調査の必要は
ないと判断される。

⑧ 

-40cm ローム層

0 
10m 

I J 

土層A

-40cm 
ローム層

土層C

表土

-50cm ローム層

第12図確認調査平面 ・断面図
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掘調査の必要はないと判断される。

≪ う淵問問｜~~ ヌ
、、＼

14 13 

品
16 17 

／ と二主治
19 ／ 「－＼ ¥ ④ i 

ιへ＼
-~-f8 18 

cフ~ 20 。 (S=l/3) 10cm 
｜｜｜｜｜ ｜ 

j蕎

10 東別所新田遺跡（H24No.171)

① 所在地太田市東別所町357-6、－10

② 調査原因個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④ 調査結果溝2条を確認し、古墳時

代の土器片、紡錘車等が出土した。

⑤ 取り扱い方法遺構自体は近世以

降のものと推測されるため、本発

1Tr 

表面から－45cmでローム層。
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11 堀廻遺跡（H24No.197)

①所在地太田市新田小金井町1658-1 

② 調査原因宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝3条を確認し、近現代の

磁器等が出土した。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降の

ものと推測されるため、本発掘調査の

必要はないと判断される。

1む
住宅予定地 市り41IV

土居C＇・f・E! I I 
溝i

I 

土層B

巨ヨ

住宅予定地

造成土 I 造成土

造成土

ト同~l~－1伽
第14図

， ， 
， , 
I 

J溝f



細谷八幡遺跡（H24No.253)

所在地太田市細谷町210-1、211-2、－13

消防署の建設

調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、

土層確認、図面作成を行った。

調査原因

12 

① 

② 

③ 

1-, 造成土 「｜ 造叶
--' lイ｜ 口一計

溝10条を確認し、古墳時代

の土器片・埴輪片が出土した。

取り扱い方法遺構に影響があるた

め、本発掘調査を実施した。

門
川
凶

調査結果④ 

⑤ 

10cm (5=1 /2) 。

土層＼B

-55cm 

近世溝

建設予定地

~ I 

道市

m
 
oil－－
 

守，
L

確認調査平面・断面図第15図



13 矢部遺跡（H24No.228)

①所在地太田市只上町342-1 

②調査原因 老人福祉施設の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認

を行った。写真撮影、土層確認、図面作成を行った。

④調査結果住居跡1軒、溝l条を確認し、古墳時代か

ら奈良時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響があるため、本発掘調査を

実施した。
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第16図確認調査平面 ・断面図



14 西野東下遺跡（H24No.l72) ①所在地太田市薮塚町2570-1 ②調査原因資材置場の造成③調査方法開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成を
行った。
④ 調査結果遺構、遺物は確認され
なかった。
⑤取り扱い方法本発掘調査の必要
はないと判断される。

ー
よ
川
川
山
側置透

表面から－90cmで褐色磯層。

20m 。 ~ j 十i I I I I 
第17図確認調査平面 ・断面図
- ]9-



中市

鳥山下遺跡（H24No.7) 

太田市鳥山中町271-3 

開発予定地に調査区を設

影、土層確認、図面作成を行った。

定し、遺構の確認を行った。写真撮

店舗の建設

所在地

調査原因

調査方法

15 

①

②

③

 

溝4条を確認し、古墳時

浸透析の設置工事時

代の土器片が出土した。

取り扱い方法

工事立会を実施して記録保存し

。
た

調査結果④ 

⑤ 

刀
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確認調査平面・断面図第18図



16 木刈・間々下遺跡（H24No.254)

①所在地太田市新田市野井町

1822-1地先～1824-5地先

②調査原因道路の拡幅工事

寸一一一」

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺

構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図

面作成を行った。

④調査結果住居跡1軒、溝1条、土坑l基を

確認し、古墳時代から平安時代の土器片が出

土した。
¥L p: 

⑤取り扱い方法遺構に影響があるため、本発

掘調査を実施した。

H24No.254東半

＠ 

土層A

表土

一70cm
ローム層

「
」
什

比同
げ
ー
ー
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回

第19図確認調査平面・断面図
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H24No.254西半
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第20図 確認調査平面・断面図
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17 高瀬前原遺跡（H24No.289)

①所在地太田市市場町

116-2ほか

②調査原因宅地造成

③調査方法開発予定地に

調査区を設定し、遺構の

確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成

を行った。

④調査結果遺構は確認さ

れなかったが、縄文時代 「ーーーーーー

の土器片が出土した。ま

た、調査区外で縄文時代

の石器を採集した。

⑤取り扱い方法本発掘調

査の必要はないと判断さ

れる。

包蔵地範囲

一人
4一二三 一ー⑧ 三竺『『『同』

竺『』う～

ト下～

表面から一100～一70cmでローム層。

0 20m 

第21図確認調査平面 ・断面図



陣ιう手ゾう手久l¥J30 」jjJ
会三ーで「tD 31 

。 (5=1 /3) 10cm 
第22図確認調査平面 ・断面図
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18 西野東中遺跡（H24No.71)①所在地太田市事長塚町26891、 2 ②調査原因露天駐車場及び資材置場
の造成
③調査方法開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成を行った。④調査結果遺構、遺物は確認されな
かった。
⑤取り扱い方法本発掘調査の必要は
ないと判断される。
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大道北遺跡（H24No.104)

太田市藤阿久町494-1、

開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

土層確認、

行った。

調査結果

なかった。

遺構、遺物は確認され

図面作成を

本発掘調査の必要

はないと判断される。

集合住宅の建設

取り扱い方法

調査方法

調査原因

真撮影、

所在地

-2 
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20 FP泥流下遺跡群（H24No.l50) 

①所在地太田市尾島町336-1の一部

②調査原因寄宿舎の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構は確認されなかった

が、奈良・平安時代の古代瓦片を採

集した。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要は

ないと判断される。

H24No.150 
土層B

C::::三

z「

開発予定地

亡二Z

\--1=~J 

1Tr 

Eコ
0 10cm 

第25図確認調査平面・断面図

- 27 -



21 FP泥流下遺跡群（H24
No.381)

①所在地太田市尾島町
247-2

②調査原因個人住宅の
建設

③ ：：：：~ 開発予定地に調査同定し遺構の確認を行った写真撮影土層確
認図面作成を

④調査結果遺構は確認
されなかったが本良

平安日土代の土器片が出土し
たo

⑤取り扱い方法本発掘調
査の必要はなしと判断さ

れよ

H24No.381 

市

道

己み

表面から一75～一50cmでロー
ム層。

Sm 

第26図確認調査平面 ・断面
図 ＝ 
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22 FP泥流下遺跡群（H24No.857) 

①所在地太田市亀岡町661-1 

②調査原因 道路新設を伴う宅地造

成

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果遺構、遺物は確認され

なかった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要

はないと判断される。

⑧ 

3Tr. 

地表下約70cmでローム層。

O 20m 

第27図確認調査平面・断面図
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23 上泉開戸遺跡（H24No.279)

①所在地太田市鳥山上町1545-1の一部

②調査原因 建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

層確認、図面作成を行った。

④調査結果土坑1基を確認し、奈良 ・平

安時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない工法の

ため、本発掘調査の必要はないと判断さ

れる。

表面から－50～－35cmで、ローム層

R 

土坑

2Tr. 

m
 

ハU
1
1
1
1
a

1Tr 

第28図 確認調査平面・断面図



中原上遺跡（H24No.363)

太田市薮塚町2087-1

集合住宅の建設

開発予定地に調査区を設

所在地

調査原因

調査方法

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

調査結果 遺構は確認されなかった

が、縄文・奈良・平安時代の土器片

を採集した。

取り扱い方法 本発掘調査の必要は

ないと判断されるO

l 

24 

④ 
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25 石橋地蔵久保遺跡（H24No.324)

①所在地太田市石橋町803-5、－10

②調査原因集合住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺

構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図

面作成を行った。

④調査結果住居跡1軒、溝2条、ピット 2基

等を確認し、平安時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法 遺構に影響のない工法に設計

変更されたため、本発掘調査の必要はないと

判断される。

R 

ノニヰ ~ 
38 

近世以降の溝

／ 
／／／  

地

什
一
定

3
一予凡又建

性格不明遺構

住居跡

近世以降の溝

〆
Hr. 

m
 

r
L
 
nu－
－

J
 

d
B

・E・F

・

＼
E

』ノ

－
－

「べ
J

一－

I
I
r

－－ 

1

．，－－ 
＝↓－ 

F
＼
J

ナ
l

－

rf
1

、－－

ハU
1ト
1
』

建設予定地
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第30図 確認調査平面・断面図
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26 北之庄遺跡（H24No.459)

①所在地太田市由良町1764

②調査原因 建売住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝2条を確認し、近世の

陶磁器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降

のものと推測されるため、本発掘調

査の必要はないと判断される。

H24No.459 
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土層A
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第31図確認調査平面 ・断面図
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27 北之庄遺跡（H24No.406)

①所在地太田市由良町1703-1 

②調査原因事務所の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要はないと判断される。

H24No.406 

⑨ 

Hr 

土層A 土層B

造黒砕褐成石色土 : 

: 造砕成斗百士

0 10m 

｜ ｜ ｜ ｜｜｜ ｜ 

にぶい黄褐色 ｜ 

-90cm 
ローム層

第32図確認調査平面 ・断面図
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28 反町城館跡（H24No.430)

①所在地太田市新田反町町653-3 

②調査原因 個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺

構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図

面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要はないと判

断される。
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31　下原遺跡（H24N0.137）

①　所在地　太田市新道町105-31

②　調査原因　携帯電話用鉄塔の建設

③　調査方法　開発予定地に調査区を設定

　　し、遺構の確認を行った。写真撮影、

　　土層確認、図面作成を行った。

①　調査結果　住居跡２軒、土坑１基を確

　　認し、古墳時代から平安時代の土器片

　　が出土した。

⑤　取り扱い方法　遺構に影響があるた

　　め、本発掘調査を実施した。
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32 清川遺跡（H24No.14)

①所在地太田市由良町607

②調査原因 社会福祉施設の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮

影、土層確認、図面作成を行った。

④調査結果溝3条を確認し、近世の

陶磁器片が出土した。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降

のものと推測されるため、本発掘調

査の必要はないと判断される。
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33 川向・中西田遺跡（H24No必4)

①所在地太田市内ケ島町221の一

部、 222-1の一部

②調査原因集合住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果住居跡8軒、溝 1条、

土坑3基、ピット 2基を確認し、

平安時代の土器片等が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない

工法のため、本発掘調査の必要は

ないと判断される。
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川向・中西田遺跡（H24No.491)

太田市内ケ島町2036、2037、2042、2043

34 

所在地①

②

③

 

宅地造成調査原因

土層確認、図面作成を

調査結果 住居跡・土坑多数、溝12条を確認し、縄文時代から近世の土器片等が出土した。

取り扱い方法 遺構に影響を及ぼす工事が計画されているため、平成25年度以降に本発掘調査を実施

する予定。

開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、調査方法

行った。
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35 新田館跡（H24No.311)
＼ 
＼ 

① 所在地太田市世良田町854-2 

②調査原因個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果土坑3基を確認し、中

世の土器片及び古銭が出土した。

⑤取り扱い方法遺構に影響のない

工法のため、本発掘調査の必要は

ないと判断される。

⑧ 

表面から－50cmで、ローム層。

＼ 干二万じ午ごグ

＠＠ (5=1 /2) 。 10cm 
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第40図確認調査平面・断面図
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三蔵城跡・世良田村32号墳・世良田村33号墳・世良田土屋分遺跡・世良田環濠集落 （H24No.242)

第41図確認調査平面 ・断面図

- 43 -



36 三蔵城跡（H24No.242)

①所在地太田市世良田町地内

②調査原因 圃場整備事業

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作

成を行った。

④調査結果溝2条を確認し、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法 遺構自体は近世以降のものと推測されるため、本発掘調査の必要はないと判断

される。

。
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第42図確認調査平面 ・断面図
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36 世良田32号墳（H24No.242)

①所在地太田市世良田町地内

②調査原因 圃場整備事業

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を

行った。写真撮影、土層確認、図面作成を行った。

④調査結果 土坑2基を確認し、遺物は確認されなかった。

⑤取り扱い方法遺構自体は近世以降のものと推測されるた

め、本発掘調査の必要はないと判断される。

（ド

。い］
m
 
oil－－
 

吋乙

r--～＼＼  

灰黄褐

（土坑埋土）

20 cm 

20cm 

第44図確認調査平面 ・断面図
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種目／Hill// 1 苦「トーつで了~一寸→ 桝土 日 住居 ;, 者1$ ~ 
灰黄褐 20cm 仰断 -1:r 
灰褐 15cm f{ 且/77と『日

焼土

36 世良田土屋分遺跡（H24No.242)
①所在地太田市世良田町地内

② 調査原因 圃場整備事業

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作成

を行った。

④ 調査結果住居跡4軒を確認し、古墳時代の土器片が出土した。

⑤ 取り扱い方法 遺構に影響を及ぼす工事が計画されているため、平成25年度に本発掘調査を実施

する予定。

2 (16Tr.出土） 究ノ＼ ＼ 
3 (16Tr.出土）

第45図確認調査平面・断面図

0 (S=1/3) m川fL
 

ハU
l
t
l
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36 世良田環濠集落（H24No.242)

①所在地太田市世良田町地内

②調査原因 圃場整備事業

③調査方法 開発予定地に調査区

を設定し、遺構の確認を行つ

た。写真撮影、土層確認、図面

作成を行った。

④調査結果溝25条、土坑 3基、

ピット 8基を確認し、中世の土

器片、板碑等が出土した。 ;J/ 主主＼ む⑤取り扱い方法遺構に影響を及

ぼす工事が計画されているた

め、平成25年度に本発掘調査を

実施する予定。

＠ 

E
C凶

Cコ

11Tr 

2 (12Tr.出土遺物）
c _J 3 (1Tr.出土遺物）

0 (S= 1 /3) 10cm 
第46図確認調査平面・断面図 I I I I I j I 
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37 天神山古墳（H24No.362)

①所在地太田市内ケ島町1567-4、－8

②調査原因個人住宅の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定

し、遺構の確認を行った。写真撮影、
H声－ 、、 ' . ？ 

~ 百二

土層確認、図面作成を行った。

④調査結果遺構、遺物は確認されな

かった。

⑤取り扱い方法 本発掘調査の必要はな

いと判断される。

8シ

建設予定地

表面から－25～－30cmで、ローム層。

0 5m 

第47図確認調査平面 ・断面図



⑧ 

国道122号線

＼ 
。
I I I I I I 

38 大日山古墳群、雷遺跡（H24No.727)

①所在地太田市石原町118-2、下小林町703-1 

②調査原因 太陽光発電用鉄塔の建設

③調査方法 開発予定地に調査区を設定し、遺構

の確認を行った。写真撮影、土層確認、図面作

成を行った。

④調査結果古墳の周堀がl箇所確認され、縄文

時代の土器片が出土した。

⑤取り扱い方法 遺構に影響があるため、本発掘

調査を実施した。

平成18年度調査で見つかった ＼＼／＼＼＼＼ 
開発予~地

C,}L 
表面から－55cmで、ローム層。

63 

64 

く二三〉 65 

。 (5=1 /3) 10cm 
＼＼｜ ｜｜｜｜｜ ｜ 

＼＼ 白一
20m 

第48図 確認調査平面・断面図



39 高瀬台遺跡（H24No.71 7) 

①所在地太田市高瀬町87、98、99

②調査原因宅地造成

③調査方法 開発予定地に調査区を

設定し、 遺構の確認を行った。写

真撮影、土層確認、図面作成を

行った。

④調査結果遺構、遺物は確認され

なかった。

⑤ 取り扱い方法 本発掘調査の必要

はないと判断される。

R 

新設道路範囲

住宅予定地
新設道路範囲を調査した結果、河川跡

であることが判明したため、住宅予定地は

調査不要とした。

新設道路範囲

E二

1Tr 

二コ3Tr

第49図確認調査平面 ・断面図

51 -

表面から－110～－95cmで磯層。

0 20m 



釣堂遺跡（H24No.746) 

太田市新野町801-9 

道路の新設

調査方法

し、遺構の確認を行った。写真撮影、土

開発予定地に調査区を設定

所在地

調査原因

40 

①

②

③

 

層確認、図面作成を行った。

住居跡4軒、ピット2基を確

認し、縄文時代から古墳時代の土器片が

調査結果④ 

遺構に影響があるため、

本発掘調査を実施した。

出土した。

取り扱い方法⑤ 

｜一二弁

⑭ 

住居跡

＼二「プ

住居跡
、ご二F三三ア

m
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住居跡

住居跡

土層観察箇所

土層観察箇所

-55c 

耕作土

ローム層

既存道路

確認調査平面・断面図第50図
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41 新ヶ谷戸遺跡（H24No.648)

① 所在地太田市南矢島町671-3 

② 調査原因 建売住宅の建設

③ 調査方法 開発予定地に調査区を設

定し、遺構の確認を行った。写真撮 H24No.648 
影、土層確認、図面作成を行った。

言’i④ 調査結果遺構、遺物は確認されな

かった

⑤ 取り扱い方法本発掘調査の必要は

ないと判断される。

⑧ 
「L

表面から－135cmまで造成土。。 10m 

第51図確認調査平面・断面図
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第5章総 括

平成24年度に市内遺跡発掘調査の対象となった物件は41箇所であり、乙のうち29箇所で遺構を確認し、 11

箇所については記録保存のための本発掘調査を平成24年度中に行ったか、あるいは平成25年度に実施するこ

ととなった。 一方、上記以外の30箇所については現状保存等の措置により遺構の保存を図ることができた。

平成24年度において、特記すべき調査地は、下原遺跡（掲載番号31、H24No.137）や世良田環濠遺集落（掲

載番号40、H24No.242）が挙げられる。以下に各遺跡の特記事項を記載する。

下原遺跡（掲載番号31、H24No.137)

今年度実施した確認調査では、遺跡南東隅付近で平安時代の住居跡2軒を確認することができた。これら

の遺構は、下原遺跡の範囲外で確認された。また、同遺跡では遺跡範囲南東隅付近において同年7月23日か

ら27日に実施したガス管工事に伴う工事立会によって住居跡を確認した。以上2箇所の調査結果から、南東

縁辺付近を範囲追加する必要がある。

世良田環濠集落 （掲載番号36、H24No.242)

今年度実施した確認調査によって、多数の溝跡を確認することができた。この世良田環濠集落について

は、山崎一氏が現地踏査して堀や土塁の配置などについて考察した論考があり（山崎一1997）、作成された

縄張図がある（名称が無いため「世良田環濠集落縄張図jと呼称する）。これによると、今回の確認調査で

5・12トレンチにおいて東西方向を指向する幅約8mを測る大きな溝を確認しているが、これは先述した

「世良田環濠集落図］に記載のない遺構である。構築時期については明らかでないが、仮に環濠のひとつで

あるとすれば新発見の環濠となる。

さらに、今回の確認調査のほかに、平成24年度世良田園場整備に伴う本発掘調査で北西隅における早川と

世良田環濠遺構群との接続部分を確認している。詳細な報告が期待される。

【参考文献】

山崎一 「世良田環濠集落考j1997『新田館跡 一般国道354号線特定交通安全施設等整備工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書』 1997 群馬県新田郡尾島町教育委員会
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第52図下原遺跡平面図
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可 ' 5午

第53図 世良田環濠遺構群（山崎一1997の「世良田環濠集落縄張図Jに加筆。）
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確認調査写真

H24 No目6賀茂遺跡（東から）

H24 No. 15不動山遺跡（北から）

H24 No. 56向矢部遺跡（西から）



H24 No. 20久保畑遺跡（西から）

』、ー タ生
、，・.， 

H24 No. 43花園遺跡（西から）



（

dfq一世）山富畑悪露。ご． CZザNZ

（凶fqw間）結露刑凶型詰wmcNmO宮司NZFV，
4W
－

（凶f夜間）紘一酉畑凶宰話帳トトoZ叩NZ『
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日24No. 171東別所新田遺跡（北から）

H24 No. 253細谷八幡遺跡（東から）



」H24 No. 228矢部遺跡（西から〉

H24 No. 172西野東下遺跡（西から）

H24 No. 7鳥山下遺跡（南から）



H24 No. 254木刈・間々下遺跡（西から）

H24 No. 71西野東中遺跡（西から）



（凶fqw慣）酷量刑比1混同提門出－∞

（凶

fST）粘山富畑υ「梶山内門出O的

（凶fq困）蚕姻判明vhg－ 62克巳



-時 H24 No. 857 FP泥流下遺跡群（西から）

’,I.・・

‘d H24 No. 363中原上遺跡（南から）



H24 No. 324石橋地蔵久保遺跡（南西から）

H24 No. 406北之庄遺跡（南から）
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H24 No. 137下原遺跡（南から）

・；；謝 H24No. 14清川遺跡（北から）

H24 No. 454川向・中西田遺跡（西から）



H24 No. 491川向・中西田遺跡（北から）

H24 No. 311新田館跡（東から）

H24 No. 242世良回環濠集落

2トレンチ（南から）



H24 No. 242世良田環濠集落

3トレンチ（南から）

H24 No. 242世良田環濠集落

4トレンチ（西から）

H24 No. 242世良田環濠集落

12トレンチ（北から）



H24 No. 242世良田環濠集落

13トレンチ（西から）

H24 No. 362天神山古墳（南から）

H24 No. 727大日山古墳群・雷遺跡（北から）
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